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描き下ろし
“ディスク拭き"
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¥680,000+不

'i

価 格 ¥980,000+不

'i

ヘッドレスト

高さ調整リング

93kg

●問合せ先 :オーディオハート(株 )804(7193)2608

TTW 樵静1苺詳:琳鮮:辞

VRS‐2
さらに

『ガルバン』のような迫力たっぷりの音が詰まった作品を

存分に楽しみたいと思う人は多いだろう。しかし、一般家

庭で映画館のような大音量再生を行なうと、近隣への迷

惑になりがちだ。防音工事はコストが膨大だし、賃貸物件

では大がかりな工事自体が難しい。

一般家庭で大音量を楽しめるシアター空間が欲しい。そ

んな声に応えるのがオーディオハートのVRS-2。 卵形のシ

ェルを持った本体上部空間に、7.2ch分 のスピーカーが内

蔵されている“シアターチェア"だ。実際に見てみると思っ

た以上に厚みのあるシェルは防音構造になっており、シェ

ルの中に身を置くと周囲の音がスッと消える。シアター用

チェアとしての座り心地も良好。側面や後方が遮蔽される

こともあって、専用個室に入ったような感覚になるのだ。

さっそく『最終章』第 1話を視聴すると、決して広いとは

言えないシェルの中で雄大なスケールの戦車戦が展開し

た。センターchは左右1組のスピーカーによるファントム

再生だが、実体感のあるクリアーな定位だ。初期の試作機

からネットワーク設計を変更し、定位感とチャンネルのつ

ながりを改善したという改善の効果だろう。

音量を映画館並みと感じるほど大きくして聴いてみた

が、サブウーファーの低音はかなり力強く、迫力は充分。シ

ェル自体がわずかに共振するが、その振動が伝わる感触も

戦車内にいるようで好ましくさえ感じる。もちろん、共振に

よる不要な音の濁りはほとんど感じない。

鳥居―豊

これは一般スピーカーによるであれば、とても通常の家

屋で許されない音量のはずだ。試しにそのまま席を立って

VRS‐2か ら外に出ると、テレビでふだん再生している音よ

りもちょっと大きめの音量にしか聴こえない。VRS…2のそ

ばで普通に会話ができてしまうくらいだ。この遮音効果は

かなりのレベル。専用に設計されたアルミ振動板のスピー

カーやサブウーファーの質の高い音質に加え、しっかりと

した遮音性と、シェル内の自然な音響特性が実現されてい

ることにいたく感心した。

価格はVRS‐2で ¥680,000、 ドルビーアトモスの724

再生対応のVRS-1で ¥980,000と決して安価ではない。し

かし、防音工事やスピーカー設置のスペース確保も不要で、

賃貸物件でも導入できるシアタースピーカーキシアター空

間と考えれば、逆にお手頃だとさえ思える。個人用として

は理想的なホームシアターだ。

VRS-2の適度な遮音性は、映画や音楽鑑賞はもちろん

のこと、ゲームなどに

も好適。デスクトップ

PCと組み合わせれば、

さまざまな作業にも

集中できそう。趣味

のための専用の空間

が
｀
欲しいという人に↑かなりの大きさ、重さだが、本体は上下と脚部に分

理把的ヒ吉える「シアター千二7」
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解できる。一般的な家屋であれば搬入/搬出には困     __
らないはずだ             もおずずめしたい。

撃維業製響響響 :
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